
算数・数学教育における
　　　　　　　　　　　　　記号について（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数学研究室宮田龍雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　佐　藤　瑛　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　稲　見　泰　生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日立茨城工業専門学校鈴木禎介

ま　え　が　き

　小学校，中学校，高等学校の算数・数学教育を通して，　「論理的に考え，統含的・発心的に考察し，処
　　　　　　　　　　　　　1）
幽する能力と態度を育成するjことが呂標とされている。この目標を達成するため，たとえば，「数学的

な用語や記号を用いることの意義について理解し」，それらを用いて「数量や図形などについての（また

は，数学的な）性質や関係を簡潔，明確に表現し，思考を進め」られること，そのような「能力と態度を

養う」ことが重要視されている。そこでここでは，算数・数学教育の教材の中で，児童・生徒に対し，算

数・数学の概念の規定ならびに表現，論理の基礎となる種々の用語・記号が，どのような意味をもって導

入されP使用されていくかについて考察していくことにする。

1。記号。
　数としてのOe数字としての0は，小学校ag　9学年から導入されていて，算数・数学教育の指導内容に

現われる記号。の意味，その用い方は，そのたびごとに様々な内容を含む。一一方実際には，それらの区別

はほとんどされず，そのまま，あとの学年に澄ける指導へと進行していく。そこで算数・数学教育に訟け

る記号。の意味や使われ方の変遷の状態を，指導書，教科書等を中心にして調べることにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2＞
　・J・学校第1学年における数概念は，「個数を数える」ことと，それに対応する数詞との対応づけとして

指導されるが，数えられる対象が「ひとつもない」とき，これを表示する記号の意味で，0が数字として

位置づけられる。すなわち記号0の意味は空集合の濃度であり，非存在の記号としてとらえられる。

　減法の場合には，たとえばfいうがみ3まいのうち，3まいつかうと，のこbはなくなるので0です」

のごとき使用がみられる。すなわち消失の意味で用いられる。

　一方この段階では，0～10の数概念と数字の意味が指導される。ここで数字「10」の表示に澄ける

0は前と異なる意味をもつ。すなわち0は，9の次の数字十を示すための機能とともに，10進表示によ

る位取りの空位の指導の素地をなす。このことから，たとえば「32」を「302」と書くような，児童

の混乱が生ずると思われるので，十分指導上の注意が必要であろう。

　これにつづいて「ながさくらべ」を題材として「かずのせん」（数直線）が導入される。数直線の原点

を示すための記号0は測定のための基点であり，上のどの0とも異なる意味をもつ。

　数の導入段階では，位取りの空位を示すための0を意識的に指導することはないが，小学校第2，3学

年で，3桁またはそれ以上の数が指導される段階では表面化する。たとえば，「紙が205まい」または

「3040まい2与えられたとき，10を基準として100，1000などを作る過程にtev＞て，「2　O　S」
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の場合には端数「10がないので0」を十の位に，「3040」の場合は端数「100．，1がないのでoj

をそれぞれ百，一の位に記入させる。第1学年の児童に比べて，3桁以上の記数法を学習する学令の児童

の数意識は，はるかに進んでいると思われるので，同じ記号0の意味澄よび使用の指導は，記号0を明確

に意識させることを目指す必要があろう。たとえば「3000は100が30ことみることができますj

とする，100を単位とする計量値「30」の意味と，10進位取り記数法でのr3000」がrl，10，

100，はそれぞれ0こで，1000が3こである」ことの意味の区別に，学習上の混乱が見られること

は，数「3000」を表示させる指導と数「3000」がもつ構造の指導とが分離していることを示すも
　　　　　　ES）
のといえよう。

　さらに，この時点で同時に，分類・整理の意味の記号，たとえば，部屋番号「103」が指導される。

このときの記号0は，一般に，XO進記数法の空位を示す0と同じとはいえない。一一方この0もある意味

で空位を示す記号と解釈されるので，児童の理解の混乱が予想される。

　これらに加えて，小学校第2学年で，数0のもつ他の性質，すなわち加法に澄ける単位元としての0が

指導される。「欠席者数i，「輪なげ1などの結果の表から，r3＋G，0＋2，0＋0，3一◎」など

を通して，0のもつ特異性の指導がなされる。小学校中学年ではp乗除の学習に伴って，「2×0，0×

3，0×0，0÷3」などが指導される。これらの僅かな具体例を通して，一般的に「どんな数に0をか

けても，0に：どんな数をかけても答は0になります」，「0を0でないどんな数でわっても答は0になり

ます一」と結論づけられる。これは，累加，等分除が基礎となるので，◎が通常の自然数と同格化されるこ

とを意味する。この意味では，◎による除法の不可能性が問題になろう。

　また，小学校中学年より概数について指導される。たとえば，r十の位で四捨五入した結果300とな

る数」は、250以上350未満のいずれかの数を意味するから，このときの2つの0は記数法におげる

0と異質のものである◎同様のことが。中学校での有効数字の指導についてもいえる。すなわち，「ある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．）
測定値が，150醗であるとき，これが145　cwr以上155伽未満」を示すものか，「149．5‘？二上

150．　5em未満」を示すものかの区別を通して有効数字の概念が指導される。ヂ9．50×1磯糀」と表示

された場合の有効数字の0は，以前に学習された0とは異なる意味をもつ。

　／」・学校に澄いて，「2で割りきれる整数（自然数）を偶数といいます。0も偶数です」とし，「倍数と

いうときには，0の倍数や，ある整数の0倍は考えないことにします」という指導は，実用を背景とする

ものであるけれども，その定義自身の中に矛盾が存在する。一・方，中学校の指導においては，ro　・＝　a×

0であるから，0はすべての整数の倍数である」とするので，小学校指導と離れてしまう◎

　方程式の指導で，r移項して，簡単にしたとき，ax＋b　：◎（a＼0）の形になる方程式を，謬につ

いての一次方程式という」，fa　x2＋　bx＋c　・0（a＼0）の形になる方程式を，灘についての二次方

程式という」のように，方程式を表示するために。が使用される。この場合，左辺の多項式が。と等しい

意味はなく，左辺の変数（未知数）のに関する数式がvanishするtw　xを，予定された変域の中に求め

ることを意味する。したがって，「露についての二次式を，0に等しいと於いて得られる方程式我♂＋b

x＋exO（＆戦0）をxについての二次方程式という」という表現は正確ではない。すなわち，二次式

a〆＋bx＋cが0となるのは，　a＝0”b＝　e，　e＝0の場合に限るからである。たとえば，高等学校

に訟ける恒等式の指導に於いて，「P（x），Q（os）がともにn次以下の整式であって，（n＋1》個

以上の異なるxの値に対して，P（x），Q（x）の値がそれぞれ等しいとき，P（謬）：Q（x）は恒
　　　　　　5＞
等式である」として，「P（x），Q（，zr）がともに2次以下の整式で，　urの3つの相異なる値a，b，
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cに：対し，P（x），Q（x）の値がそれぞれ等しいとき，F（x）＝P（，zr）一Q（x）と澄くと，　F

（x）は2次以下の整式であb，F（x）＝0は相異なる3個の根をもつからF（x）は恒等的に0であ

り，したがって，P（x）＝Q（x）は恒等式である」とされている。このとき：F（x》はすべてのxの

値に：対して。であり，したがって，F（x）の係数はすべて。であることを意味している。すなわち，多

項式F（uif）が零多項式であることを意味する。このことと，方程式F（x）＝0における記号0の意味

はまったく異質のものである。一方，関数y　＝f（ec）が0であるとは、定義域内のすべての認に対応す

るyの値が0であることを意味する。たとえば，定義域をZ5（すなわち，整数環のmod5の剰余系）とす

る関数y＝・　x5－xは，零関数であるから，関数として，語一κ＝0が成り立つQ

　中学校2年にむける剰余系で，たとえばmod7の剰余系Z7の代表系｛0，1，2s　3，傷　5，6｝に

おける0は，7の倍数である数に置き換えることができる。すなわち，記号0は，7で割ったときの剰余

が0となるすべての整数を1つのものに：まとめた類を表わす。したがって，Zに澄ける演算はZ7に澄ける

演算と異なり，いわゆる類演算である。たとえば，加法について，類0も。数0も共に単位元ではあるが，

前者は数の集合を1つとみたものであり，後者は数そのものである。これに類似した概念として，高等学

校に澄けるベクトルの0がある。高等学校の数学教育に鮒るベクトルは，実質上，有向線分であるから，

零ベクトルは，r始点と終点が一致する，大きさ0，方向を考えないベクトル」と定義されているが，正

しくは，有向線分そのものをベクトルと考えればs演算のwe11－definednessに問題がある。数学

的には，同一の大きさ，同一方向をもつ有向線分を1つの類にまとめたものをベクトルとすべきである。

したがって，零ベクトルは，平面（空間）のすべての点のつくる1つの類と考えられる。

　その他，記号0で表わされる数学教育の対象として行列の0，0の確率，極限値：の計算に用いられる0

がある◎行列の。は，すべての成分が◎からなる行列の意味であり，同じ型の行列のなす加法群の単

位元である。確率が。であるということは，空事象に対する確率関数の値が。であることを意味す

る。

券匁碧f（x）嵩0の右辺の0は，x→aのときのf（x）の漸近の目標を示す0で，　f（x）が0になるこ

とをenするものではない・勲・鳥蕊伽）に細る・±・の・ts・　・・が右・左から・語漏する

ことを示すための記号にすぎない。

　上で考察してきたように，算数・数学教育に感ける記号0の意味とその使用には，個々の教材によって

著しい差がみられる。一・一一一aL方，具体的な指導に際しては，それらの差を必ずしも明確に区別させているとは

し（えない。

2．数（自然数を中心として）

　自然数の概念は，小学校第1学年の当初から指導されるが，出初の段階では，自然数のもつ基数，序数

の機能の区別がまったくみられない。すなわち，基数を示す数詞の導入が，その数詞の大小の順に行われ

る。種々の個数の具体物や半具体物のなす集合の濃度の概念構成にあたっては，実際には累加の形がとら

れるので、基数の概念の中に，序数の概念が混入されてしまう（図1）。たとえば，「5」は「5こ，5

本，5蚕い」等々を半具体物の「まる印」などに置き換え，“t「4」を表わすものの次の位置のもの”の

ように指導される。このことは，五指を用いて数概念を導入することと類似で，純粋な「基数の概念」の

指導であるとはいえない。逆に，「なんばんめ3，「じゅんばん」などの教材を使用して，ものの順番を

示す整数，すなわち序数が指導されるが，その際，元来の序数の意味としての，1の後者が2，2の後者
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が3，……としては指導されず，図2に示すように，第5番匿の「5」は，その前方に：「4このもの」が

存在することとして指導される。したがって，これも純粋の「序数の概念」の指導とはいえなh。数学的

にはp基数とは，集合の濃度であり，特に小学校段階では，たとえばp集合｛1，2，3，……，10｝
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と全単射対応する集合のもつ基数はr10」であり，序数とは集合を整列化したときの型を示す記号であ

b，集合｛1，2，3，……，10｝そのものに与えられるものでなぐ，それを整列化した順序集合，1e

－2L3し……一一・　10s（ただし，1ts　2　e，3P，……，101は1，2，3，……，10のある順列）に与え

られる型r10」であるのでsある種の構造，すなわち，順序をもつ集合を背景にもつ概念である。自然

数の導入の初期に澄ける具体的指導では，基数・序数の概念の混在は不可避のものであるとしても，将来

は，それらが異質の概念であるととを明確に意識するための素地を傷つける於それのある指導は避けなけ

ればならない。

　これに関連して，時間を示す整数と時刻を示す整数との区別の指導も明確とは言いきれない。たとえば，

r午前6時から3時間たつと何時になりま効“に対してr6時＋3時＝・　9時」とする指導には問題があろ

う。すなわち，この場合の「6時」は時刻午前6時から転換して得られる概念，言い換えれば，基準時刻

午前0時よりの経過時間を示す。また，得られたrg時」は象時間和の9時間から再び転換して得られる

時刻を示す。ここでp時間は上述の基数に対応するものであり，時刻は序数に対応するものである。した

がって，この教材は，基数・序数の概念指導の具体例として貴重なものであるから，その指導に当っては

十分注意が払われなければならない。少くとも，上の式を（時刻）＋（時間）＝（時刻）とするような指

導は避けなければなるまい◎計測における測度としての整数にも，基数としての意味，序数としての意味

の区別が配慮されなければならない。たとえば，「ものさしの目盛り」は序数に対応するものであb，「も

ののもつ長さ」は基数に対応するものである。したがって，たとえば「量の和・差」の指導についても，

「時間」の指導の場合と同様な注意が必要である。

　つぎに，基本的な整数rIJの意味について考察しよう。量を示す1，すなわち，時間，長さ，面積，

体積，角度などの単位としてのrI」は，個数の単位を示す「1」とは異なる概念である。すkわち，前

者は相対的な1であb，後者は絶対的な1である。計測の単位量としての1は，付随する単位名，図表示

一1　4一



などにより児童に異なった概念としてとらえられやすい。したがって具体的な教材の中で，異なった量を

「1」とみさせる指導が，現実には，児童に定着しにくい。このことは，数直線，座標軸などの目盛りに

ついても言えることで，たとえば，謬軸，y軸の目盛りは常に同一であると考える児童が多い。単位分数

の分子の1，仕事算における全体量を表わす1は，，いずれも全体を1とみさせるため，児童の直観となじ

まない概念である。このことは，割合，出会い算，追い越し算などの指導に澄ける記号「1」のとらえ方

についても同様である。

　さらに，割合ρ百分率の指導では，初めに全体を「1Jととらえさせた後，1割，1％などの単位とし

ての「1」を同時に考えなげればならない。たとえば，54％は「「　a」の0。54倍であり，「X」％のSC

倍，また2割3分は「IAの0．23倍であり，「k割の2倍＋「1」分の3倍のような，レ・くつかの単

位の複合概念であることが，児童にとって理解しにくい点であることに留意して指導されなければならな

いであろう。類似の問題はg量の測定についても言えるQたとえば，r2m30　cwnjは2つの単位「恥

m，「1」cwnから構成されている。すなわち，　r　2　m　300n　＝1m×2＋1　em×30」の意味であるが，

10進記数法の考えの上に，それぞれの単位量をX・さえさせる必要がある。

　分類・整理をするための整数，たとえば，「304号室」，「郵便番号310」，「出席簿の番号20

の児童」，「背番号5」，「3丁目5番7号」に澄ける304，310，20，5，3－5－7は，10

進記数法では包括しえない数による表現といえる。すなわち，これらの数は通常の数字のもつ性格ととも

に，それが表現する個々のものの特性を含意する。

　上でみてきたように，小学校算数教育に澄げる整数澄よび整数を借りた表現のもつ下意性に関する指導

には，本来それらのもつ概念上の複雑さがあるため，十分な配慮のもとになされたとしても，な齢児童に：

真の意味の定着が必ずしも期待できない不安が残る。

　中学校段階でp10進数以外に5進数，2進数の指導がなされる◎5進法は「5ごとにRけた上の位へ

くり上げて数を表わすしぐみ」であるから，同一表現をもった整数でも，10進法の場合と異なる数を表

わすことになる。

　また，加法，減法に関連して，数自身に量とともに方向性を与えての指導が行なわれる。たとえば，数

直線での「3＋2　・5」の意味は，r原点から右へ3進み，さらに重ねて右へ2進んだ点の位置に対応す

る数が5であるiとされる。「3＋2　・2＋3，（2＋3）÷4・＝＝　2＋（3＋4）」などの可換律，結合

律は，上記の操作が可換であり，結合的であることを示す。これは，小学校に承ける数直線による加法の

指導の際に線分図による方法の発展とも考えられるが，ベクトル的概念による数の把握，すなわちスカラ

ー量の加法に移動の概念を重ねたという意味でp数を動的にとらえさせることといえるだろう。減法によ

る負の数の導入も類似で，たとえば「3－4＝3一（3＋1）＝＝・3－3－1＝0－1」は，原点より3右

移動の後，ひき続き4左移動した結果が一一・・kであること，あるいは，右移動と左移動で消し合う部分が0

で，左移動1が残ることの形式を示すものにほかならない。これは，数を静的にとらえた場合，正数の集

合だげに限れば，減法が一般化できないための数の見方の変換，すなわちベクトル化と解釈できる。他方，

たとえば，正負の整数全体のkす集合の代数構造に診ける演算としての加法，減法の立場，あるいは，加

法，減法のwell“一一definednessを考慮する立場からすれば疑義が残るが，数学教育の場では現実的

な方法ともいえよう。ただし，数の集合の構造化への指向を何らかの形で考慮して行かなければなるまい。

　一方，この時点で，数の絶対値が指導される。「数直線上では，数の符号は，その数が原点からどの向

きにあるかを表わし，符号をとり去った数は，oからの距離を表わす。正の数・負の数からその符号＋，

一15一



一をとb去った数を，もとの数の絶対値という」と定義される。小学校段階では，静的なものとして導入

された数の間の加法，減法の指導のために，上に述べたように，いったん数に動的な性格を与え，さらに，

絶対値の段階で再び静的な性格に戻すわけである。たとえば，1±31＝3のように，静的な数3に対応

する動的な数が＋3，一3の2通bであること，また，1＋21＝2のように，正の数＋2からF符号＋

をとり去った」結果の2を，正数として位置づけることを生徒に理解させることは一般に困難である。特

に数を表わす文字aの絶対値が生徒に定着しにくい原因は，生徒が文字a自身は正数を表わすと考えがち

であるからと思われる。したがってva＜oの場合，lal＝一aは負の数と考える生徒が多い。このこ

とは，小学校段階では，文字aの表わす数は常に正数とする指導が習慣化した結果とも考えられよう。ま

た，特に＆＜0の場合，ial＝aのように誤ることが多い《）は，上の絶対値の定義を形式的に解釈する

ことがその原因と思われる。

　平面上に座標軸を固定した場合9点の位置を示す数の組，すなわち座標は，2数を一組にして，初めて

意味をもつ。これと類似の直積集合の元である2数の組は，上の座標を示す2数の組と異なる概念であ

ることを明確に指導する必要があろう。むしろ，直積集合の元は，行列の概念に含まれるものである。

3．等号・不等号

　等号・不等号は小学校低学年から使われる。以下これらの記号の算数・数学教育に澄ける意味や使い方

について考察する。

　当初，等号は加法の指導と関連して導入される。たとえば．「5たす3は8，5＋3＝8」の意味は，

5に3を加えた結果は8と「同じ」，f同じになる1ことである。次の段階で，　rs＋3□8，5□3　＝＝

8」の□に記号を入れさぜる指導がある。この場含，等号は左右両辺を「同じにする」ための機能として

働く。不等号についても類似で，r105は90より大きいことを105＞90または90＜iO5とか

く1，f4＞3□2，4□3一一一　2　Jの□に記号を入れさせる。したがって，等号はこの段階では，先験的

な意味，すなわち「5＋3」がそのまま「8」であり，「5＋3」が「8」になる事実が先行して，8よ

b小さい数を用いて8を定義することにはならない。元来，8は7の後者，すなわち8＝7＋1で定義さ
れるものでありe、＋7娼となることは，証明すべき命題である9）この意味では，自然数は先験的存在

であ蛎加法は先験的操作ととらえられていると言えるので，自然数を数学的に構成す指向もなく，加法

を数学的演算とみてもいない◎不等号についても同様である。算数・数学教育の現実的方法としては，上

記の方法による指導もやむをえないと思われるが，適当な数学教育の場で数学的な構成，数学的演算に転

換する必要があろう◎可換律，結合律にtoける等号の解釈も同様で，2，3の例を通して験証するのみで，

数を支配する法則として→股化する。したがって，算数・数学教育に澄けるこれらの法則は，児重・生徒

にとっては数とともにaprieriな存在として定着してしまうと言えよう。数学的には，1より出発し

て，自然数を構成し，そのなす集合に加法・乗法などの演算を定義した結果，それらの諸法則が証明され

るという過程がとられる。

　単位間の変換に：用いられる等号は，左右両辺が「等しくなる」という意味ではなく，左右両辺が「同じ」

であるという意味，すなわち，定義のための等号でなければならない。一方，実際の指導では，たとえば

「ながいはりが1まわりするのに：1じかんかかります」，「みじかいはりは1日になんかいまわるでしょ

う」などの＝考察をさせたあと，「1じかん＝60ぶんi，「1日＝＝24じかんjに澄ける左右両辺が「等

しい」と指導される。長さ，体積の単位の取り扱いにfoいても，　rものさしの1・cmは，小さいめもりでい
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くつにわけてあるでしょう」，「1■ますに：，1d君のますでなん杯の水が入るでしょう」として「1伽

＝10㈱」，「1■一＝10dZ」であることを認めさせる指導がみられる。一方，「1・maは1　crnzを澄なじ

ように10にわけた1つぶんの長さです」，「10dLを1　Zといいます」のように等号を定義の意味と

して正しく指導する教科書もある◎これらの事情は，他の，角の単位，時間の単位などでも同様である。

いずれにしても，単位の変換に用いられる等号は，定義の意味の等号として統一述れることが望ましい。

　面積，体積などの求積公式，「（長方形の面積）＝：（たて）x（横）」。「（平行四辺形の面積）＝（

底辺）×（高さ）」，「（直方形の面積）＝（たて）×（横）×（高さ）」などは，それぞれK長方形の面積）＝（単

位面積）x（たての測度）×（横の測度）」，「（平行四辺形の面積）＝（単位面積）×（底辺の測度）×（高さの測

度）」，「（直方体の体積）・（単位体積）×（たての測度）×（横の測度）×（高さの測度）」の意味であるが，平易

化をねらいとするあまり，数学性が後退してしまう例と言えるQここでの等号の意味は，定義の意味に使われている

ので，計算のためのみの等号にせばめられることは問題であろう。これに関連して，単位名をもつ：量の間の四則で．た

とえば「29＋3S＝＝s9」，f2　cm　X　3襯×4醐瓠24　onblなどの表現は，ある意味では数学的でないので，

測度間の計算として数の間の計算に還元させる指導を望みたい。

　図形の指導にみられる等号の使用例として，「三角形ABCにおいて、　A＝60。，　AB　＝6cvn」，「平

行四辺形ABCDに乱行てはAB　・＝　C　D」，「△ABC　：△AtB「CfJ，「半径＝5雛1などがあるが，こ

の場合の等号は，左辺と右辺がまったく同じであるという意味はなく，左辺または両辺の図形がもつ特定

の測度を抽出したものの値に関する等式であることに注意する必要がある。

・瞠鵬学年降げる騰鱒で「｝一i・一1　・告」は・量（翻の長さ》を聯て，それぞれの勝

閥応ずる量がeg・LV・・tととさ禍・麺ある量の半分曝であり身はある量暢を2こ集めたもの・

等々であるから識念としては・｝と鮎漁るものとみられる・また諏学的には壱多など胴一

の類の異なる代表と考えるのであるから，ここでの等号は同値関係にほかならない◎一方，r分数を用い

ると・わ瞬の結果が正しくあらわ冠す」として「・÷・一多とする鱒と藩式「影干」の鱒

との間には隔りがあb，その間をなんらかの方法で埋める必要がある。な海e量を用いて分数を導入する

結果，量を表わす分数を数としての分数（小数化）に転換する指導は．やや粗雑であると言えよう。

　2つの多項式が等しいときは．それらの多項式の形式がまったく一致すること．たとえば「a♂＋b謬

＋c＝ぽ　x2＋b儲＋c’」とは「a　・＝♂，b　・＝　bLc＝♂」の意味である。2つの分数式が等しいときは，

分数の場合と同様に，ある同値関係による類別においてeそれら2つの分数式が同一類に属すること。た

とえば「|一｛織とは「・ωdω動（x）・（副臆味である乙L方・耀
式f（x）＝Oに論ける等号は，解集会｛xif（x）＝O｝における条件を示すものである。不等号に

ついて同様の解釈ができる。また，2つの関数f（x）。g（x）が等しいとは，それらの関数が。同…一

定義域をもち．かつs定義域内のすべての変数謬について，認に対応する関数値f（ca）．g（x）が等

しいことを意味する。実際の指導の場では，これら等号・不等号の意味が不明確のまま使用されているこ

とが多い。このことは．関数指導に影響が大きいので特に注意を必要としよう。

　これら以外に，算数・数学教育に用いられる等号の使用例として次のいくつが考えられよう。整数間の

除法における「あまりのあるわり算」について，たとえば「21こを4人に同じ数ずつわけると，5こず

つにわけられて，1こあまります。このことを式に書くと．21÷4＝・　5あまり1」またはr21÷4　＝＝

5……1」とも表現するとされている◎ここでの等式の意味は、「21＝＝　5×4＋11でありs左辺は演

算を示す式でs右辺とまったく同じ概念とは言えないので便宜的な記号と解釈できる。測定値の計算に澄
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いて．「34×65．7＝34×66・・　2，200　．1はs真の値が33．5×65．65以上34．5×65．75未

満であることを示す不等式で表示される関係の簡略化である。また，「比と比の値1におけるralb　＝＝

・・d・Lr・：ト暑」は・　IIそのものの間・勲は・比と数値の間の等式ではなく・比の値であ轍

値間の等式である。代入にk・ける．「a　・＝3のとき．a×12＋8の値」、「の転プと）因数分解で．　x2＝

X．ノ識Yと置き換えて考える」などは．それぞれ，変数の特定値を指定しての関数値．合成関数の概念

の利用に深く関連する等号の使用例であろう。「数列・関数の極限」に関する教材で見られる，「忌畿an

・・　。，撫f（⑳）一f（。）」は，それぞ丸。→・・p、，、一一・、aのときの｛a。　｝，　f（x　）・rd・収束する

自標値が，それぞれaef（a）であることを示す状態方程式とも言えよう。したがって，ここでの等号

には，相等の概念はまったく含まれない。不定積分にfoげる，　「∫（2x＋1）dx＝＝　x2＋xSに澄ける

等号は，同値関係を示すものであるが，同値関係については，あとで詳しく調べる予定である。最後に，

記号論理に鮒る・「P廻℃vぺは両辺の勲値が常に級することを示すものであり・この意味

では関数の相等と同じ意思の等号と言えよう。

あ　と　が　き

　算数・数学教育の中で取り扱われる用語・記号のうち，数（特に，0と自然数），等号・不等号の意味

や用いられ方について考察してきた。しかし，上でも指摘したように多くの問題点が見られる。なお㍉こ

の他にも算数・数学教育では種々の用語・記号が用いられる。今回取り上げなかったものについては，他

の機会に考察を進めることとする。

1＞

2＞

3）

4｝

5＞

6＞

7＞
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